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市
の
財
源
確
保
を
目
指
し
て　

　
　
中
村
安
雄 

議
員

 

生
活
道
路
の
充
実
に
向
け
て　

　
　
風
野
芳
之 

議
員

税
で
後
か
ら
戻
る
分
、
市
町

村
合
併
支
援
事
業
費
の
県
費

８
千
６
７
６
万
５
千
円
を
差
引

い
て
３
千
７
１
８
万
５
千
円
が

市
の
負
担
で
あ
る
。
こ
れ
が
、

正
し
い
の
か
。
間
違
い
か
。

答 

弁
（
都
市
建
設
部
長
） 

県
道
高

崎
・
坂
東
線
バ
イ
パ
ス
の
一
部

を
市
の
事
業
と
し
て
合
併
特
例

債
を
用
い
整
備
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
昨
年
の
６
月
議
会
の

全
員
協
議
会
に
お
い
て
説
明
を

行
い
、
了
解
を
得
た
も
の
と
判

断
し
、
合
併
市
町
村
幹
線
道
路

緊
急
整
備
支
援
事
業
及
び
道
路

整
備
交
付
金
の
採
択
を
受
け
る

た
め
、
市
道
の
路
線
認
定
を
12

月
の
定
例
議
会
に
上
程
し
た

が
、
否
決
と
な
っ
た
。
国
庫
補

助
金
、
県
補
助
金
及
び
合
併
特

例
債
の
採
択
に
つ
い
て
は
、
市

道
と
し
て
の
整
備
が
前
提
な
の

で
、
現
在
の
と
こ
ろ
市
の
事
業

と
し
て
進
め
る
こ
と
は
事
実
上

不
可
能
。

　

 　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
路
線

は
、
早
期
完
成
に
つ
い
て
地
元

か
ら
の
強
い
要
望
が
多
く
あ

り
、
今
後
は
、
茨
城
県
に
対
し
、

早
期
に
工
事
に
着
手
で
き
る
よ

う
要
望
し
て
い
き
た
い
。

　

 　

ま
た
、
こ
の
路
線
は
常
総
市

か
ら
筑
西
市
に
至
る
鬼
怒
川
ふ

れ
あ
い
道
路
の
一
部
と
な
っ
て

対
応
し
、
目
処
と
し
て
は
完
成

ま
で
に
ど
の
程
度
期
間
が
予
想

さ
れ
る
の
か
。
私
は
事
業
費
の

内
訳
を
表
に
し
て
市
民
の
皆
様

に
お
知
ら
せ
し
た
責
任
上
、
こ

こ
で
再
度
説
明
す
る
と
総
事
業

費
７
億
４
千
万
円
。
２
分
の
１

の
３
億
７
千
万
円
が
国
庫
補

助
。
残
り
95
％
を
合
併
特
例

債
。
５
％
の
１
千
８
５
０
万

円
が
最
初
の
一
般
財
源
持
ち

出
し
。
合
併
特
例
債
の
70
％

２
億
４
千
６
０
５
万
円
は
交
付

　

 　

分
割
納
付
誓
約
を
締
結
し
た

納
税
者
や
納
期
限
内
に
納
付
さ

れ
な
い
納
税
者
に
は
、
納
期
限

内
で
納
付
さ
れ
る
方
と
の
公
平

性
を
保
つ
と
い
う
意
味
で
も
、

法
に
基
づ
く
延
滞
金
を
徴
収
し

て
る
。

　

 （
都
市
建
設
部
長
）
市
営
住

宅
使
用
料
の
状
況
に
つ
い
て

は
、
平
成
21
年
度
の
２
月
末
時

点
に
お
い
て
、
収
入
済
額
は

７
千
３
百
７
９
万
５
千
７
０
０

円
、
未
収
入
額
は
７
百
８
７
万

分
は
払
っ
て
、
そ
れ
が
た
ま
っ

て
15
年
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が

使
用
料
に
は
利
息
が
か
か
ら
な

い
。
き
ち
ん
と
払
っ
て
い
る
人

と
の
不
公
平
感
を
ど
う
考
え
る

か
。

答 

弁
（
市
民
生
活
部
長
）
市
税

の
滞
納
繰
越
分
の
徴
収
率

は
、
１
月
末
日
現
在
、
収
入
額

１
億
５
千
８
８
０
万
３
千
円
で

17
・
86
％
。
こ
れ
は
昨
年
の
同

時
期
に
比
べ
１
・
13
ポ
イ
ン
ト

上
回
る
。
一
方
、
国
民
健
康
保

険
税
の
滞
納
繰
越
分
の
徴
収
率

は
、
収
入
額
１
億
１
千
３
４
５

　

 

万
８
千
円
で
10
・
82
％
。
昨
年

の
同
時
期
に
比
べ
３
・
19
ポ
イ

ン
ト
下
回
る
。

　

 　

昨
年
度
、
市
が
実
施
し
た
差

押
の
実
績
は
、
２
９
２
件
で
、

そ
の
内
訳
は
不
動
産
23
件
、
預

貯
金
２
３
６
件
、
生
命
保
険
８

件
、そ
の
他
債
権
25
件
。
な
お
、

当
市
か
ら
租
税
債
権
管
理
機
構

へ
移
管
案
件
の
中
の
差
押
実
績

は
預
貯
金
14
件
と
生
命
保
険
５

件
の
19
件
。

○ 

税
及
び
使
用
料
の
滞
納
整
理
と

過
年
度
延
滞
分
の
徴
収
率
と
徴

収
方
法
に
つ
い
て

質 

問　

当
市
に
お
い
て
特
に
減

収
な
っ
て
い
る
の
は
法
人

市
民
税
で
、
平
成
19
年
度

17
億
２
千
万
円
だ
っ
た
が
、

平
成
22
年
度
当
初
予
算
で
は

５
億
３
千
５
百
万
円
。
約
12
億

円
の
減
収
で
あ
り
、
31
％
し
か

財
源
が
な
い
状
況
で
あ
る
。
平

成
20
年
度
の
決
算
で
一
般
会

計
の
未
収
額
と
不
能
欠
損
額

が
10
億
５
千
２
８
７
万
９
千

円
。
特
別
会
計
で
は

12
億
４
千
９
６
５
万
３
千
円
。

特
に
国
民
健
康
保
険
は
平
成
20

年
度
66
・
１
％
し
か
入
っ
て
こ

な
い
。
今
の
税
金
の
徴
収
方
法

を
見
直
し
、
ど
の
よ
う
に
徴
収

率
を
上
げ
る
か
尋
ね
る
。

　

 　

市
営
住
宅
の
家
賃
徴
収
に
つ

い
て
、
15
年
位
家
賃
を
払
わ
な

い
人
が
い
て
、
民
間
住
宅
だ
っ

た
ら
追
い
出
さ
れ
る
と
こ
ろ

が
、
全
然
払
わ
な
い
わ
け
で
は

な
く
、
１
年
の
内
５
・
６
ヶ
月

○ 
県
道
高
崎
坂
東
線
の
今
後
に
つ

い
て

質 

問　

こ
の
道
路
は
県
道
土
浦
境

線
か
ら
下
総
広
域
農
道
に
い
た

る
１
千
９
２
０
メ
ー
ト
ル
。
石

下
の
橋
を
渡
っ
て
キ
ダ
ス
ト
ア

の
前
を
通
り
、
古
間
木
ま
で
行

く
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
早
期
実

現
を
目
指
し
、
市
道
に
認
定
し

て
、
道
路
整
備
交
付
金
と
特

例
債
を
利
用
し
、
計
画
し
た

が
、
12
月
議
会
で
否
決
と
な
っ

た
た
め
、
今
後
執
行
部
は
ど
う

　

 

１
千
８
６
０
円
で
徴
収
率
が

９
０
・
４
％
と
な
っ
て
お
り
、

こ
こ
１
、２
年
増
加
の
傾
向
で

あ
る
。

　

 　

高
額
滞
納
者
に
対
し
て
は
平

成
19
年
度
に
法
的
措
置
を
５
件

ほ
ど
行
い
、調
停
和
解
し
て
い
る
。

　

 　

次
に
、
市
営
住
宅
使
用
料
の

延
滞
金
に
つ
い
て
は
、
市
営
住

宅
管
理
条
例
に
規
定
は
無
く
、

現
在
賦
課
し
て
い
な
い
。
今
後

も
、
滞
納
整
理
に
努
め
て
い
き

た
い
。

 

〈
そ
の
他
の
質
問
事
項
〉

○ 

有
料
道
路
の
無
料
化
に
よ
る
通

行
量
と
市
と
し
て
の
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
。

一

般

質

問

一

般

質

問

　
名
通
告
順

11


